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の
整
備
等
を
推
進
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
戦
争
の
教
訓
は
、「
領
域
横
断
作
戦
の

や
り
方
」
を
第
一
線
の
部
隊
・
隊
員
ま
で

周
知
・
理
解
さ
せ
、「
教
育
訓
練
の
準
拠
」

を
徹
底
し
て
、
訓
練
を
積
み
重
ね
、
強
靭

な
部
隊
・
隊
員
を
錬
成
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
『
戦
争
論
』
で

述
べ
た
「
戦
場
の
霧
」
を
晴
ら
す
た
め
に

も
、
陸
自
『
野
外
令
』
と
米
陸
軍
キ
ャ
ッ

プ
ス
ト
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
の
意
思
決
定
プ

ロ
セ
ス
を
迅
速
化
す
る
た
め
に
も
、
防
衛

省
・
自
衛
隊
に
は
、
引
き
続
き
、
A
I
技

術
を
活
用
し
た
意
思
決
定
の
迅
速
化
に
関

す
る
研
究
は
も
と
よ
り
、
従
来
の
や
り
方

を
変
え
る
こ
と
に
も
積
極
果
敢
に
挑
戦
し

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

1
9
9
9
（
平
成
11
）
年
の
夏
、
日
系

人
初
の
米
陸
軍
参
謀
総
長
と
し
て
、
ス
ト

ラ
イ
カ
ー
旅
団
戦
闘
団
S
B
C
T（Striker 

Brigade Com
bat  Team

）
創
設
に
尽
力

し
た
シ
ン
セ
キ
大
将
が
、
S
B
C
T
部
隊

実
験
を
視
察
し
た
際
に
、「
ス
ト
ラ
イ
カ
ー

は
情
報
共
有
を
進
化
さ
せ
た
が
、
指
揮
官

が
決
心
し
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
指

揮
官
は
限
ら
れ
た
情
報
で
も
果
断
に
決
心

す
べ
き
」
と
指
導
し
た
こ
と
は
有
名
な
逸

話
で
す
。

　

ま
た
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
『
戦
争

論
』
の
最
終
章
で
「
人
生
に
お
い
て
最
も

肝
要
な
こ
と
」
と
し
て
、「
指
揮
官
が
立

場
を
一
定
不
変
に
し
て
思
考
す
る
」
こ
と

の
重
要
性
を
説
い
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
今
の
時
代
に
生

き
て
い
た
ら
、
陸
自
の
戦
闘
空
間
が
、
宇

宙
・
サ
イ
バ
ー
・
電
磁
波
の
領
域
ま
で
拡

大
し
た
領
域
横
断
作
戦
に
お
い
て
、
膨
大

な
情
報
を
い
か
に
処
理
し
、
戦
場
の
霧
を

晴
ら
し
て
、
意
思
決
定
を
す
る
の
か
？

興
味
は
尽
き
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
稿
で
は
教
範
『
野
外
令
』
の
「
指
揮

官
の
状
況
判
断
」
に
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
得
て
、
領
域
横
断
作
戦
を
遂
行
す
る

指
揮
官
の
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
と
A
I
技

術
を
活
用
し
た
意
思
決
定
支
援
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
考
察
し
ま
し
た
。

　

諸
外
国
の
動
向
を
見
る
ま
で
も
な
く
、

A
I
技
術
を
活
用
し
た
意
思
決
定
支
援
シ

ス
テ
ム
の
研
究
開
発
は
必
然
で
す
が
、
意

思
決
定
で
最
も
重
要
な
の
は
「
い
つ
ま
で

に
、
何
を
決
め
る
か
？
」
と
い
う
指
揮
官

の
腹
決
め
（
意
思
決
定
の
し
き
い
値
）
で

す
。
こ
れ
無
く
し
て
、
戦
勝
獲
得
は
望
め

な
い
と
思
い
ま
す
。（
完
）

は
じ
め
に

　

毎
年
8
月
15
日
、
政
府
主
催
「
全
国
戦

没
者
追
悼
式
」
が
日
本
武
道
館
で
挙
行
さ

れ
て
い
ま
す
。
地
方
自
治
体
等
が
主
催
す

る
追
悼
式
も
全
国
約
1
7
0
カ
所
で
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。（
総
務
省
H
P
）

　

戦
後
80
年
を
迎
え
、「
英
霊
の
慰
霊
顕
彰
」

を
各
地
で
次
世
代
に
広
く
継
承
し
て
い
く

こ
と
は
大
き
な
課
題
で
す
が
、
2
0
2
4

年
11
月
30
日
、
横
浜
市
仲
尾
台
の
根
岸
外

国
人
墓
地
で
開
催
さ
れ
た
横
浜
市
民
に
よ

る
ド
イ
ツ
海
軍
将
兵
の
慰
霊
（
墓
前
祭
）

に
、
元
在
ド
イ
ツ
防
衛
駐
在
官
の
桑
原
和

洋
1
陸
佐
ら
と
と
も
に
参
加
す
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
旧
軍
や
自
衛
隊
の
関
係
者

で
は
な
い
地
域
の
人
々
が
担
っ
て
い
る
外

国
の
軍
人
犠
牲
者
の
慰
霊
・
顕
彰
行
事
と

し
て
、
全
国
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
今
後

の
継
承
の
た
め
に
参
考
に
な
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

1　

2
0
2
4
年
根
岸
外
国
人
墓
地
墓
前

祭
　

墓
前
祭
は
、
在
京
ド
イ
ツ
大
使
館
武
官

室
が
主
催
し
、
横
浜
日
独
協
会
、
横
浜
山

手
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
東
京
横
浜
独
逸

学
園
、
地
元
の
仲
尾
台
中
学
校
、
立
野
小

学
校
、
地
域
住
民
な
ど
約
1
2
0
人
が
参

列
し
ま
し
た
。
1
9
4
2
（
昭
和
17
）
年

11
月
30
日
に
発
生
し
た
、
横
浜
港
で
の
ド

イ
ツ
軍
艦
爆
発
事
故
で
亡
く
な
っ
た
ド
イ

ツ
海
軍
将
兵
61
名
（
そ
の
他
に
日
本
人
や

中
国
人
ら
41
名
が
死
亡
）
の
犠
牲
者
の
冥

福
を
祈
る
行
事
で
、
仲
尾
台
中
学
校
生
徒

に
よ
る
慰
霊
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
の
も

と
、
ド
イ
ツ
大
使
館
駐
在
武
官
ペ
ル
ジ
ケ

空
軍
大
佐
は
じ
め
参
列
者
の
献
花
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ペ
ル
ジ
ケ
大
佐
は
「
第
2
次
世
界
大
戦
の

歴
史
の
経
験
を
ど
の
よ
う
に
次
世
代
に
伝

横
浜
市
民
に
よ
る
ド
イ
ツ

　

海
軍
将
兵
の
慰
霊

─
根
岸
外
国
人
墓
地
墓
前
祭
に
参
加

　

し
て
─

冨
樫　

勝
行　
陸
自
81

2024年墓前祭参加者（写真提供：横浜日独協会）
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え
て
い
く
か
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
今
日

こ
の
場
に
い
ろ
い
ろ
な
世
代
の
方
が
集
ま
っ

た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
」
と
の
ス
ピ
ー
チ

を
し
ま
し
た
が
、
日
独
は
先
の
大
戦
で
自
国

以
外
で
も
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
て
お
り
、

英
霊
の
慰
霊
顕
彰
を
次
世
代
に
継
承
し
て
い

く
こ
と
は
難
し
い
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

2　

横
浜
港
で
の
ド
イ
ツ
軍
艦
爆
発
事
故

⑴　

事
故
の
経
緯

　

1
9
4
2
（
昭
和
17
）
年
1
月
、
日
独

伊
軍
事
協
定
が
締
結
さ
れ
、
ド
イ
ツ
は
順

次
10
隻
以
上
の
海
上
封
鎖
突
破
船
と
呼
ば

れ
る
高
速
輸
送
群
を
太
平
洋
地
域
に
投
入

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
海
上
封
鎖
突
破
船

は
、
ド
イ
ツ
本
国
や
フ
ラ
ン
ス
沿
岸
か
ら
、

日
本
が
要
請
し
た
電
波
兵
器
（
レ
ー
ダ
ー
、

ソ
ー
ナ
ー
な
ど
）、
精
密
機
械
、
光
学
機

械
用
の
ガ
ラ
ス
及
び
こ
れ
ら
の
設
計
開
発

図
仕
様
書
な
ど
を
運
ん
で
き
た
お
返
し
に
、

日
本
占
領
下
に
あ
る
南
方
諸
国
に
貯
蔵
さ

れ
て
い
た
生
ゴ
ム
、
錫
、
タ
ン
グ
ス
テ
ン

及
び
モ
リ
ブ
デ
ン
な
ど
を
ド
イ
ツ
本
国
に

運
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
イ
ギ
リ
ス

が
高
性
能
の
レ
ー
ダ
ー
を
開
発
し
、
大
西

洋
を
航
行
す
る
ド
イ
ツ
の
突
破
船
が
夜
で

も
撃
沈
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
ド
イ
ツ
の

艦
船
は
極
東
地
域
に
と
ど
ま
り
、
日
本
海

軍
の
輸
送
能
力
を
補
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
ド
イ
ツ
仮
装
巡
洋
艦
第
10

号
（
ト
オ
ルTohr

号
：
以
後
ト
号
）
が

1
9
4
2
（
昭
和
17
）
年
10
月
、
日
本
に

到
着
し
、
11
月
に
は
三
菱
重
工
業
（
株
）

横
浜
船
渠
で
の
修
理
作
業
が
あ
り
、
11
月

30
日
に
は
新
港
埠
頭
第
8
号
岸
壁
に
係
留

さ
れ
、
日
本
海
軍
か
ら
譲
り
受
け
た
弾
薬
、

火
薬
、
燃
料
、
食
料
及
び
魚
雷
54
本
な
ど

の
搬
入
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
1
9
4
2
年
11
月
24
日
、
新
造
の

高
速
輸
送
艦
ウ
ッ
カ
ー
マ
ル
ク
号
（
以
後

ウ
号
）（
1
万
6
9
8
㌧
乗
組
員
3
5
0

人
）
が
、
オ
ラ
ン
ダ
領
バ
リ
ク
パ
パ
ン
か

ら
運
ん
で
き
た
揮
発
油
6
0
0
0
㌧
を
川

崎
港
に
陸
揚
げ
し
、
11
月
28
日
に
は
横
浜

新
港
埠
頭
第
8
号
岸
壁
に
接
岸
し
ま
し

た
。
11
月
30
日
、
ウ
号
で
は
中
国
人
乗
組

員
41
人
を
使
い
空
に
な
っ
た
右
舷
油
槽
内

を
清
掃
し
て
い
ま
し
た
。

　

6
号
岸
壁
に
は
同
年
7
月
18
日
以
来
、

ド
イ
ツ
輸
送
船
ロ
イ
テ
ン
号
（
以
後
ロ
号
）

（
7
1
3
1
㌧
、
乗
組
員
2
1
7
人
）
が

係
留
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
同
船
は
、
ト
号

が
同
年
5
月
10
日
に
イ
ン
ド
洋
上
で
拿
捕

し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
船
籍「
南
京
号
」で
、

中
国
人
86
人
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
3
人
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
1
人
が
乗
っ
て
い
ま
し
た
。

　

同
年
11
月
29
日
、
こ
れ
ら
3
隻
の
ド
イ

ツ
艦
船
と
は
別
に
海
軍
に
徴
用
さ
れ
た
貨

物
船
第
3
雲
海
丸
（
3
0
2
8
㌧
、
乗
組

員
36
人
）
が
7
号
岸
壁
に
接
岸
し
、
荷
役

作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
8
号
岸
壁
に
係
留

さ
れ
油
槽
清
掃
中
の
ウ
号
で
11
月
30
日
13

時
40
分
頃
に
爆
発
事
故
が
起
こ
り
ま
し
た
。

⑵　

事
故
の
概
要

　
『
神
奈
川
県
警
察
史
』（
昭
和
47
年
刊
）

に
よ
り
ま
す
と
、
戦
時
中
の
特
異
事
件
と

し
て
「
昭
和
17
年
11
月
30
日
午
後
1
時
40

分
ご
ろ
、
横
浜
港
（
新
港
埠
頭
）
8
号
岸

壁
に
繋
留
中
の
ド
イ
ツ
輸
送
船
（
ウ
号
）

が
突
如
大
爆
発
を
起
こ
し
た
。
続
い
て
起

こ
っ
た
火
災
に
よ
り
、
同
船
は
ま
た
た
く

間
に
火
達
磨
と
な
り
、
同
岸
壁
に
繋
留
中

の
ド
イ
ツ
仮
装
巡
洋
艦
第
10
号
「
ト
号
」、

同
じ
く
同
7
号
岸
壁
の
日
本
海
軍
徴
用
船

第
三
雲
海
丸
（
中
村
汽
船
所
有
）
及
び
同

6
号
岸
壁
の
ド
イ
ツ
汽
船
（
ロ
号
）
に
つ

ぎ
つ
ぎ
引
火
し
、
瞬
時
に
あ
た
り
一
面
火

の
海
に
な
る
と
い
う
大
惨
事
と
な
っ
た
。

…
こ
の
爆
発
は
付
近
の
倉
庫
、
上
屋
、
そ

の
他
の
建
物
を
破
壊
し
、
現
場
か
ら
1 

0

0 

0
㍍
以
上
離
れ
た
市
街
地
の
窓
ガ
ラ
ス

が
そ
の
爆
風
の
た
め
に
こ
わ
れ
る
ほ
ど
の

凄
ま
じ
さ
で
あ
っ
た
」「
こ
れ
ら
の
艦
船
に

は
そ
れ
ぞ
れ
火
薬
類
が
積
ま
れ
て
い
た
。

こ
の
た
め
つ
ぎ
つ
ぎ
に
爆
発
を
誘
い
、
岸

壁
付
近
の
上
屋
、
倉
庫
、
あ
る
い
は
端
船

な
ど
に
延
焼
し
、
黒
煙
は
も
う
も
う
と
し

て
天
に
沖
し
、
轟
音
が
間
断
な
く
港
内
に

響
い
た
。
こ
の
火
災
は
翌
12
月
1
日
未
明

に
お
よ
び
、
そ
の
惨
状
は
筆
舌
に
尽
く
し

が
た
い
も
の
が
あ
っ
た
」
と
記
述
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

同
県
警
察
史
の
被
害
状
況
に
よ
れ
ば
、

「
死
者
及
び
行
方
不
明
者
は
1
0
2
名
を

数
え
、
内
訳
は
ド
イ
ツ
人
61
名
、
日
本
人

倉庫に引っ掛かったウ号破片（横浜税関所蔵写真）

爆発したウ号（手前）ト号（奥）（横浜税関所蔵写真）
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5
名
、
中
国
人
36
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
ほ

か
物
的
損
害
と
し
て
は
艦
船
、
倉
庫
、
上

屋
、
そ
の
他
の
建
造
物
、
荷
物
等
で
見
積

額
は
、
3
4
5
0
万
3
5
1
6
円
で
あ
っ

た
」
と
の
こ
と
で
す
。

⑶　

爆
発
の
原
因
と
そ
の
後

　

昭
和
17
年
5
月
の
ゾ
ル
ゲ
事
件
公
表
後

の
こ
と
で
、
謀
略
の
可
能
性
も
あ
り
、
戦

時
下
の
同
盟
国
の
軍
艦
の
事
故
と
し
て
内

外
に
及
ぼ
す
影
響
を
考
慮
し
、
報
道
は
機

密
扱
い
と
な
り
事
故
の
原
因
は
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。『
神
奈
川
県
警
察
史
』

に
よ
り
ま
す
と
、
推
定
さ
れ
る
事
故
原
因

は
「
…
ド
イ
ツ
輸
送
船
（
ウ
号
）
の
油
槽

内
清
掃
の
時
に
引
き
込
ん
で
い
た
電
灯
が

ス
パ
ー
ク
し
、
油
槽
内
に
発
生
し
て
い
た

ガ
ス
に
引
火
し
て
爆
発
し
た
の
で
あ
ろ
う

と
い
う
説
が
最
も
有
力
」
と
の
結
論
で
す

が
、
当
時
の
東
京
税
関
輸
入
部
長
の
目
撃

証
言
な
ど
か
ら
、「
ウ
号
」
の
油
槽
の
清

掃
作
業
中
の
中
国
人
作
業
員
の
喫
煙
と
の

説
も
あ
り
ま
す
。

　

犠
牲
者
の
う
ち
ド
イ
ツ
海
軍
将
兵
ら
61

名
が
横
浜
（
山
手
に
は
将
校
、
根
岸
に
は

下
士
官
兵
な
ど
）
外
国
人
墓
地
に
埋
葬
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
生
き
残
っ
た
ド
イ

ツ
将
兵
は
、
ド
イ
ツ
及
び
日
本
の
戦
況
悪

化
で
帰
国
は
ま
ま
な
ら
ず
、
将
校
ク
ラ
ス

の
数
名
は
潜
水
艦
で
帰
国
し
た
も
の
の
、

そ
の
他
の
将
兵
は
終
戦
ま
で
箱
根
町
の
芦

之
湯
温
泉
の
旅
館
で
暮
ら
し
、
終
戦
後
の

1
9
4
7
（
昭
和
22
）
年
G
H
Q
に
よ

り
ド
イ
ツ
に
送
還
さ
れ
ま
し
た
。

⑷　

横
浜
外
国
人
墓
地
の
歴
史

　
横
浜
港
で
の
ド
イ
ツ
軍
艦
爆
発
事
故
の
犠

牲
者
も
埋
葬
さ
れ
た
横
浜
外
国
人
墓
地
の

歴
史
は
、
黒
船
4
隻
を
従
え
た
ペ
リ
ー
提

督
が
1
8
5
3
（
嘉
永
6
）
年
、
久
里
浜

に
上
陸
し
て
幕
府
に
開
国
を
迫
っ
た
翌

年
、
ペ
リ
ー
が
開
国
交
渉
の
た
め
再
来
日

し
た
際
に
墜
死
し
た
水
兵
の
埋
葬
地
を
提

供
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

　

開
国
が
進
み
、
来
日
外
国
人
の
増
加
と

共
に
、
日
本
で
亡
く
な
る
外
国
人
も
増
え
、

1
8
6
1
（
文
久
元
）
年
に
外
国
人
専
用

の
墓
域
を
現
在
の
元
町
側
通
用
門
付
近
に

定
め
ま
し
た
。
薩
英
戦
争
の
原
因
と
な
っ

た
1
8
6
2
年
9
月
の
生
麦
事
件
の
犠
牲

者
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
の
墓

な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

1
8
6
4
（
元
治
元
）
年
、
横
浜
居
留

地
覚
書
き
書
が
、
幕
府
と
ア
メ
リ
カ
・
イ

ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
の
各
国

公
使
と
の
間
で
締
結
さ
れ
、
さ
ら
に
1 

8
6
6
（
慶
応
2
）
年
、
横
浜
居
留
地
改

造
及
び
競
馬
場
墓
地
等
約
書
が
締
結
さ

れ
、
ほ
ぼ
現
在
の
墓
域
ま
で
拡
張
さ
れ
ま

し
た
。

　

維
新
直
後
の
1
8
6
9（
明
治
2
）年
、

外
務
省
の
要
請
に
よ
り
、
各
国
領
事
団
は

1
8
7
0
（
明
治
3
）
年
、
管
理
委
員
会

を
結
成
し
、
1
9
0
0
（
明
治
33
）
年
4

月
に
財
団
法
人
横
浜
外
国
人
墓
地
と
し
て

法
人
化
（
2
0
1
3
年
1
月
公
益
財
団
法

人
）
さ
れ
、
お
よ
そ
1
5
0
年
近
く
墓
地

の
管
理
を
続
け
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
、

地
域
社
会
に
密
着
し
た
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

横
浜
外
国
人
墓
地
は
、
現
在
22
区
5 

6

0 

0
坪
（
約
1
万
8
5
0
0
㎡
）
の
墓
域
、

埋
葬
記
録
5
0
0
0
柱
以
上
、
墓
石
数
は

3
0
0
0
程
度
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

3　

横
浜
市
民
に
よ
る
ド
イ
ツ
海
軍
将
兵

慰
霊
の
経
緯

　

1
9
4
5
（
昭
和
20
）
年
8
月
の
終
戦

後
、
連
合
軍
が
根
岸
外
国
人
墓
地
を
含
む

横
浜
市
中
区
の
ほ
と
ん
ど
を
接
収
し
、
朝

鮮
戦
争
の
時
代
も
米
軍
が
使
用
し
、
長
ら

く
日
本
人
が
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い

状
態
が
続
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
横
浜
市

民
の
意
識
か
ら
墓
地
の
存
在
が
忘
れ
去
ら

れ
、
雑
草
が
生
い
茂
り
、
荒
れ
放
題
と
な

り
ま
し
た
。

　

1
9
8
4
（
昭
和
59
）
年
、
墓
地
に
隣

接
す
る
仲
尾
台
中
学
校
が
立
野
小
学
校
と

一
緒
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
整
備
し

た
際
、
仲
尾
台
中
学
の
P
T
A
会
長
だ
っ

た
有
馬
弘
政
氏
が
、「
こ
れ
で
は
葬
ら
れ

て
い
る
人
が
か
わ
い
そ
う
だ
。
清
掃
を
し

て
き
れ
い
に
し
よ
う
」
と
呼
び
掛
け
、
生

徒
た
ち
が
こ
れ
に
応
え
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
墓
地
の
草
刈
り
を
始
め
ま
し
た
。
1

9
8
5
（
昭
和
60
）
年
の
仲
尾
台
中
学
の

文
化
祭
で
は
、
戦
争
中
の
事
故
に
よ
る
ド

イ
ツ
人
将
兵
犠
牲
者
の
墓
碑
を
含
む
根
岸

外
国
人
墓
地
の
概
要
（
調
査
結
果
）
が
明

ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

1
9
8
6
（
昭
和
61
）
年
秋
か
ら
は
墓

前
祭
が
ス
タ
ー
ト
し
、
横
浜
市
も
根
岸
外

国
人
墓
地
管
理
事
務
所
を
設
置
、
1
9
8

7
（
昭
和
62
）
年
に
は
横
浜
山
手
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
20
周
年
記
念
で
根
岸
墓
地

入
口
の
英
文
案
内
板
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

1
9
9
1
（
平
成
3
）
年
に
は
、
ド
イ

ツ
か
ら
1
9
4
2
年
の
爆
発
事
故
の
生
存

横浜外国人墓地（同HP）
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者
8
名
（
事
故
後
箱
根
松
坂
屋
旅
館
に
滞

在
）
が
50
回
忌
で
来
日
し
、
山
手
外
国
人

墓
地
及
び
根
岸
外
国
人
墓
地
を
訪
れ
て
い

ま
す
。

　

1
9
9
4
（
平
成
6
）
年
に
は
、
戦
争

中
に
供
出
さ
れ
て
無
く
な
っ
て
い
た
根
岸

外
国
人
墓
地
の
ド
イ
ツ
人
犠
牲
者
の
墓
石

の
銘
板
復
刻
の
式
典
が
、
横
浜
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
主
催
で
、
駐
日
ド
イ
ツ
大
使

や
駐
在
武
官
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
大
佐
な
ど
も
参

加
し
、
盛
大
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
現
在
に
至
る
ま
で
、
事
故
の

あ
っ
た
11
月
末
に
は
、
駐
日
ド
イ
ツ
大
使

館
と
地
元
横
浜
市
民
に
よ
る
墓
前
祭
が
続

い
て
い
ま
す
。

4　

外
国
に
お
け
る
日
本
軍
戦
死
者
の
慰

霊⑴　
外
国
に
お
け
る
日
本
軍
戦
死
者
の
慰
霊

（
厚
生
労
働
省
H
P
）

　

外
国
に
お
け
る
日
本
人
英
霊
の
慰
霊
に

は
、
慰
霊
碑
の
建
立
や
慰
霊
祭
の
開
催
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

太
平
洋
戦
争
の
海
外
戦
地
と
し
て
最
多

の
日
本
人
が
死
亡
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

は
、
比
島
戦
没
者
の
碑
が
日
本
政
府
に

よ
っ
て
建
て
ら
れ
、
約
50
万
人
の
日
本
人

戦
没
者
を
追
悼
し
、
日
本
大
使
館
主
催
の

慰
霊
祭
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
グ
ア
ム

島
で
は
、
遺
族
な
ど
も
参
加
し
て
慰
霊
祭

が
行
わ
れ
、
司
令
部
壕
の
跡
地
で
黙
と
う

を
さ
さ
げ
た
り
、
手
を
合
わ
せ
た
り
し
て

戦
没
者
の
死
を
悼
ん
で
い
ま
す
。

　

硫
黄
島
で
の
慰
霊
に
つ
い
て
は
、『
偕

行
』
令
和
6
年
9
・
10
月
号
河
野
学
氏
の

「
ね
む
の
木
の
島　

硫
黄
島
」
に
詳
述
さ

れ
て
い
ま
す
。

⑵　

安
倍
元
総
理
に
よ
る
マ
ル
タ
の
旧
日

本
海
軍
戦
没
者
墓
地
に
お
け
る
慰
霊

（
外
務
省
資
料
）

　

マ
ル
タ
を
訪
問
し
た
安
倍
晋
三
元
総
理

は
、
平
成
29
年
5
月
27
日
，
旧
日
本
海
軍

戦
没
者
墓
地
に
お
い
て
慰
霊
を
行
い
、
以

下
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
述
べ
ま
し
た
。

　
「
ム
ス
カ
ッ
ト
首
相
と
の
会
談
に
先
立

ち
、
旧
日
本
海
軍
戦
没
者
墓
地
を
訪
問
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
日
本
海
軍
が
、
1
9
1

7
年
に
日
英
同
盟
の
下
、
マ
ル
タ
を
拠
点

に
地
中
海
で
活
動
し
た
際
の
、
71
名
の
戦

没
者
の
方
を
慰
霊
い
た
し
ま
し
た
。
同
墓

地
に
は
1
9
2
1
年
に
当
時
皇
太
子
だ
っ

た
昭
和
天
皇
も
訪
れ
、
戦
没
者
を
慰
霊
さ

れ
て
い
ま
す
。
1
0
0
年
前
の
地
中
海
に

お
い
て
、
私
た
ち
の
先
人
は
、
病
院
船
を

守
り
、
沈
没
寸
前
の
客
船
か
ら
多
く
の
看

護
師
を
助
け
る
な
ど
し
て
、
大
い
な
る
尊

敬
を
、
英
国
を
始
め
と
す
る
各
国
か
ら
勝

ち
得
ま
し
た
。
私
は
、
当
時
の
先
人
の
活

躍
に
思
い
を
馳
せ
つ
つ
、
現
代
に
お
い
て
、

国
際
協
調
主
義
に
基
づ
く
積
極
的
平
和
主

義
の
下
、
国
際
社
会
の
平
和
と
安
定
に
一

層
貢
献
し
て
い
く
、
そ
の
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
」

あ
と
が
き

　

根
岸
外
国
人
墓
地
の
墓
前
祭
は
、
黒
船

来
航
以
来
地
域
に
密
着
し
た
横
浜
外
国
人

墓
地
の
長
い
歴
史
、
戦
時
中
日
本
軍
に
協

力
し
て
い
た
ド
イ
ツ
海
軍
艦
艇
の
大
規
模

な
爆
発
事
故
で
あ
っ
た
こ
と
、
墓
碑
の
銘

板
が
戦
時
中
に
供
出
さ
れ
て
行
方
不
明
に

な
っ
た
こ
と
で
か
え
っ
て
歴
史
の
掘
り
起

こ
し
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
、
亡
く
な
っ
た

方
を
慰
霊
し
た
い
と
い
う
地
域
の
子
供
た

ち
や
大
人
た
ち
の
素
朴
で
温
か
い
気
持

ち
、
生
存
者
の
墓
参
、
日
独
の
友
好
の
歴

史
な
ど
が
相
ま
っ
て
、
横
浜
市
民
に
よ
る

ド
イ
ツ
海
軍
将
兵
の
慰
霊
と
し
て
存
続
し

て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
今
年
、
戦
後

80
年
を
迎
え
「
英
霊
の
慰
霊
顕
彰
」
を
各

地
で
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
上
で
参
考

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

2
0
0
2
年
12
月
に
公
表
さ
れ
た
「
追

悼
・
平
和
祈
念
の
た
め
の
記
念
碑
等
施
設

の
在
り
方
を
考
え
る
懇
談
会
」
報
告
書
に

は
「
日
本
の
平
和
の
陰
に
は
数
多
く
の
尊

い
命
が
あ
る
こ
と
を
常
に
心
し
、
日
本
と

世
界
の
平
和
の
実
現
の
た
め
に
こ
れ
を
後

世
に
継
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
あ
り
ま
す
。
同
懇
談
会
委
員
の
一

人
で
あ
る
学
習
院
大
学
法
学
部
の
坂
本
多

加
雄
教
授
の
言
葉
「
国
の
危
機
に
殉
じ
た

人
々
を
追
悼
し
、
顕
彰
す
る
こ
と
は
、
世

界
各
国
の
国
民
に
共
通
す
る
普
遍
的
な
徳

で
あ
り
意
志
で
あ
る
」
で
本
稿
を
締
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

※
参
考
文
献
：
石
川
美
邦
著
『
横
浜
港
ド
イ
ツ
軍
艦

燃
ゆ
』
木
馬
書
籍

旧日本海軍戦没者墓地で献花する安倍元総理
（写真提供：内閣広報室）




